




























レッグレイズ、 Vシット、 Vバランス、 Gポールノ〈ラン
ス(Gポ…Jレ上でよ誌を挙げパランスを取る)、 G*.…Jレシッ

















G ポールパウンデイングであち、 l~tかったのは G ボ…ル
バランス、レッグレイズであった。これらの結栄には、動
作中に頭部および上体にかかる後方への加速度の大きさが
影響を与えると議議される。下部氏!ぬjの筋活動設が有;訟に
高かったのは Vシット、クランチ、シットアップであり、
紙かったのは Gポールバランス、レッグレイズ、 Gポー
ルシットアップであった。これらの灘由を明確にするには、
体幹と下絞に関与する筋群の紫紙伎を含めて更に検討しな
ければならない。
[結論}トレーニング方法によってj鼠疫錨のお区滋への筋
剣設が異なることカ磯村けられ、求める!、レ…ニング効楽
に応じてより逮WJな方法を選択するための 1つの指標を示
すことができた。
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